
河 川 関 係



高
山

川
大

規
模

特
定

河
川

事
業

【
補

助
】

河
川

－
２

０

高
山

川
水

系
高

山
川

位
置
図

杵
築

市

■
高

山
川

水
系

高
山

川
大

規
模

特
定

河
川

事
業

（
杵

築
市

）

高
山

川
水

系
高

山
川

は
、

杵
築

市
内

の
住

宅
密

集
地

を
流

下
し

て
お

り
、

平
成

９
年

台
風

第
１

９
号

に
よ

る
洪

水
等

で
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
。

こ
の

た
め

、
大

規
模

特
定

河
川

事
業

に
よ

り
築

堤
お

よ
び

河
道

掘
削

等
を

集
中

的
に

実
施

し
、

早
期

に
地

域
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

新
規

た
か

や
ま

が
わ

た
か

や
ま

が
わ

た
か

や
ま

が
わ

き
つ

き

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

▽
Ｈ

Ｗ
Ｌ

河
道

掘
削

河
道

掘
削

護
岸

河
道

拡
幅

の
イ

メ
ー

ジ

▽
H
W
L

橋
梁

架
け

替
え

の
イ

メ
ー

ジ

新
橋

梁

旧
橋

梁

橋
梁

改
築

H
9
浸

水
実

績

平
面
図

平
成

9
年

出
水

浸
水

床
上
38

戸
、

床
下
93

戸
浸

水
面

積
47
3h
a

平
成

1
0
年

出
水

浸
水

床
上

2
5
戸

、
床

下
4
5
戸

浸
水

面
積

35
0h

a

若
宮

橋
付

近
出

水
状

況
被
害
概
要

事
業

区
間

Ｌ
＝

３
４

０
ｍ

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
用

地
補

償
､

築
堤

、
護

岸
等

事
業

費
：

7
0
百

万
円

築
堤

、
護

岸
、

河
道

掘
削

等

橋
梁

改
築

大
内

小
学

校
文

杵
築

中
学

校
文

杵
築

市

築
堤

、
護

岸
､河

道
掘

削
等

宮
若

橋
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■
大
野
川
左
岸
大
津

留
地
区
で
は
、
昭
和

1
8
年
に
堤
防
決
壊
が

発
生
。
近
年
に
お
い

て
も
、
平
成
2
9
年
9
月
台
風
1
8
号
洪
水
等

に
よ
り
、
河
岸

侵
食

が
発

生
。

■
こ
の
た
め
、
河
道

掘
削
、
高
水
敷
造
成

等
に
よ
る
河
床
低
下

対
策
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
治
水
安
全
度

の
向
上
を
図
る
。

大
津

留
地

区
河

床
低

下
対

策
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
２

１
お

お
つ

る

継
続

位
置

図

大
野

川

乙
津

川
大

分
市

大
津

留
地

区

東
九

州
自

動
車

道

計
画

高
水

位

標
準

断
面

図

河
道

掘
削

・
樹

木
伐

採

高
水

敷
造

成
（
矢

板
護

岸
）

×

大
野

川
水

系
浸

水
想

定
区

域
図

（
想

定
最

大
規

模
）

S
1
8
決

壊
箇

所
大

津
留

地
区

大
津

留
地

区  乙 津 川

事
業

費
：

2
4
2
百

万
円

S1
8決

壊
箇

所
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竹
田

水
害

緊
急

治
水

ダ
ム

建
設

事
業

（
玉

来
ダ

ム
）
【
補

助
】

河
川

－
２

２

■
事

業
概

要

○
場

所
（
右

岸
）
大

分
県

竹
田

市
志

土
知

（
左

岸
）
大

分
県

竹
田

市
川

床
（
大

野
川

水
系

玉
来

川
）

○
目

的
洪

水
調

節
（
玉

来
川

の
洪

水
被

害
軽

減
）

○
諸

元
堤

高
；
約

5
2
ｍ

総
貯

水
容

量
；
約

4
,0

9
0
千

m
3

○
経

緯
平

成
3
年

度
建

設
事

業
着

手

○
事

業
効

果
ダ

ム
に

よ
る

洪
水

調
節

を
行

い
、

玉
来

ダ
ム

下
流

域
の

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

◆
洪

水
被

害
軽

減
を

図
る

洪
水

調
節

専
用

の
ダ

ム

■
令

和
３

年
度

本
体

工
事

、
貯

水
池

グ
ラ

ウ
ト

工
等

堆
砂

容
量

9
0
,0

0
0
m

3

洪水調節容量
4,000,000m3

総貯水容量
4,090,000m3

ダム高= 52 m

《
玉

来
ダ

ム
標

準
断

面
図

》

《
ダ

ム
下

流
面

図
》

堤
頂

長
=
約

1
4
5
m

《
玉

来
ダ

ム
完

成
イ

メ
ー

ジ
》

た
け

た
し

し
と

ち

か
わ

と
こ

位
置

図

玉
来

ダ
ム

事
業

箇
所

の
状

況
（
R

3
.1

撮
影

）

た
ま

ら
い

事
業

費
(
共

同
費

)
：

5
,
3
1
0
百

万
円

た
け

だ
す

い
が

い
き

ん
き

ゅ
う

ち
す

い

継
続

22



■
小

丸
川

で
は

平
成

1
7
年

9
月

洪
水

、
平

成
3
0
年

9
月

洪
水

に
お

い
て

、
宮

越
地

区
で

床
上

・
床

下
の

浸
水

被
害

が
発

生
。

国
・

宮
崎

県
・

高
鍋
町
が
連
携
し
『
小

丸
川
宮
越
地
区
総
合

内
水
対
策
計
画
検
討

会
』
を
設
置
。
総
合

的
な
内
水
被
害
の
軽

減
対
策
と
し
て
、
総

合
内
水
対
策

計
画

を
策

定
。

■
宮

越
排

水
機

場
の

整
備

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
平

成
1
7
年

9
月

洪
水

、
平

成
3
0
年

9
月

洪
水

に
お

い
て

、
床

上
浸

水
被

害
の

軽
減

を
図

る
。

宮
越

地
区

総
合

内
水

対
策

事
業

【
直

轄
】

河
川

－
２

３
み

や
ご

え

近
年

出
水

名
床

上
浸

水
（
戸

）
床

下
浸

水
（
戸

）
浸

水
面

積
（
ha

）

H
17
.9

（
台

風
14

号
）

24
14
6

32
.1

H
30
.9

（
台

風
24

号
）

3
16

13
.5

◎
県

立
高

鍋
高

校

平
成

1
7
年

9
月

台
風

1
4
号

浸
水

状
況

小
丸

川
右

岸
（
2
k0

0
0
）

平
成

3
0
年

9
月

台
風

2
4
号

浸
水

状
況

小
丸

川
右

岸
（
2
k4

0
0
）

H
17

.9
浸

水
実

績

H
30

.9
浸

水
実

績

◎
宮

崎
県

高
鍋

総
合

庁
舎

宮
越

樋
管

中
州

樋
管

【
町

】
町

道
嵩

上
げ

・
内

水
拡

散
防

止
災

害
危

険
区

域
指

定
・
住

ま
い

方
工

夫

【
国

】
宮

越
排

水
機

場
（
増

強
）

排
水

量
：
3
.9

0
m

3
/
sへ

増
強

P

主
な

浸
水

被
害

軽
減

の
メ

ニ
ュ

ー

事
業

主
体

概
ね

５
年

間
の
計

画

国
交

省
3
.
9
0
m
3
/
s

増
強

高
鍋

町
町

道
嵩

上
げ

延
長

約
1
0
0
m

災
害

危
険

区
域
指

定

国
、

県
、

町
総

合
内

水
対

策
計

画
に

基
づ
く

ソ
フ
ト

対
策

の
実

施
（

防
災

教
育

、
分

か
り

や
す
い

情
報
発

信
等

）

事
業

費
：

2
2
4
百

万
円

※
小

丸
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
３

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

継
続
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都
城

地
区

水
辺

整
備

事
業

【
直

轄
】

○
都
城
地
区
で
は
、
川

の
駅
公
園
が
整
備
さ

れ
多
く
の
利
用
者
で

賑
わ
っ
て
お
り
、
大

淀
川
と
一
体
と
な
っ

た
利
活
用
の
推
進
を

進
め
て

い
る

。
○

都
城

地
区

で
は

平
成

2
8
年

3
月

に
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

が
登

録
さ

れ
、

大
淀

川
と

「
川

の
駅

」
の

周
辺

の
魅

力
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
、

様
々

な
世

代
が

集
う

水
辺

拠
点

を
創

造
し

地
域

交
流

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
国

土
交

通
省

に
お

い
て

、
河

川
利

用
者

の
安

全
性

等
向

上
さ

せ
る

た
め

、
高

水
敷

整
正

、
護

岸
等

の
整

備
を

実
施

す
る

。

令
和

3
年

度
実

施
内

容
：
護

岸
工

、
高

水
敷

整
正

等

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

河
川

－
２

４

事
業

費
：

１
３

８
百

万
円

■
現

況

事
業

箇
所

事
業

箇
所

■
整

備
イ

メ
ー

ジ

■
整

備
イ

メ
ー

ジ

川
の

駅
公

園歌
舞

伎
橋

（
新

橋
）

歌
舞

伎
橋

（
旧

橋
）

川
の

駅
公

園
利

用
状

況

継
続

み
や

こ
の

じ
ょ

う
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■
宮

崎
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業
（
宮

崎
市

）
○

宮
崎

海
岸

は
約

５
０

年
間

で
平

均
約

６
５

ｍ
（
最

大
９

４
ｍ

）
の

砂
浜

が
侵

食
さ

れ
、

一
ツ

葉
有

料
道

路
目

前
ま

で
浜

崖
が

迫
っ

て
お

り
、

人
家

や
重

要
幹

線
道

路
へ

の
越

波
な

ど
、

地
域

経
済

へ
の

影
響

は
甚

大
と

な
る

お
そ

れ
が

あ
る

。
○

波
浪

に
よ

る
侵

食
防

止
対

策
と

し
て

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

海
岸

保
全

施
設

の
整

備
を

実
施

。

河
川

－
２

５
宮

崎
海

岸
直

轄
海

岸
保

全
施

設
整

備
事

業

※
養

浜
：

海
岸
に

人
工

的
に
砂

を
投
入

し
、

砂
浜

を
養

う
こ

と
。

み
や

ざ
き

し

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
養

浜
等

一
ツ

葉
Ｐ

Ａ

シ
ー

ガ
イ

ア
ＩＣ一 ツ 葉 有 料 道 路

ひ
と

つ
ば

令
和

２
年

度
迄

令
和

３
年

度

令
和

４
年

度
以

降

養
浜

※
よ

う
ひ

ん

み
や

ざ
き

か
い

が
ん

 

レレ
スス

トト
ハハ

ウウ
スス

  

昭
和
６
０
年
撮
影
 

成
２
０
年
撮
影
 

砂砂
浜浜

がが
消消

失失
  

レレ
スス

トト
ハハ

ウウ
スス

  

平
成
２
０

年
撮
影

長
期
的

な
地
形

変
化

約
4
0m

昭
和
６
０

年
撮
影

事
業

費
：

5
0
0
百

万
円

継
続
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万
之

瀬
川

大
規

模
特

定
河

川
事

業
【
補

助
】

河
川

－
２

６

■
万

之
瀬

川
水

系
万

之
瀬

川
大

規
模

特
定

河
川

事
業

（
南

さ
つ

ま
市

）

万
之

瀬
川

水
系

万
之

瀬
川

は
、

南
さ

つ
ま

市
内

の
住

宅
密

集
地

を
流

下
し

て
お

り
、

平
成

５
年

豪
雨

に
よ

る
洪

水
等

で
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
。

こ
の

た
め

、
大

規
模

特
定

河
川

事
業

に
よ

り
河

道
掘

削
お

よ
び

橋
梁

架
替

等
を

集
中

的
に

実
施

し
、

早
期

に
地

域
の

安
全

性
の

向
上

を
図

る
。

新
規

ま
の

せ
が

わ

ま
の

せ
が

わ
ま

の
せ

が
わ

み
な

み

平
面
図

被
害
概
要

万
之

瀬
川

水
系

万
之

瀬
川

S5
8.

6.
21

加
世

田
川

左
岸

堤
防

決
壊

S5
8.

06
.1

9
2,

50
0

H
05

.0
9.

03
1,

14
4

H
19

.0
6.

27
7

被
災

年
月

日
浸

水
家

屋

位
置
図

堤
防

決
壊

被
害
状
況

：
Ｈ

5
.9
.3
出

水
浸

水
範

囲

：
洪

水
浸

水
想

定
区

域
（

計
画

規
模
）

H
5
.
9
.
3
出

水
Ｒ

1
.7

床
上 0戸

床
下 0戸

浸
水

解
消

11
44

戸
の

浸
水

被
害

解
消

合
計

11
44

戸

床
上

48
1戸

床
下

66
3戸

事
業

区
間

Ｌ
＝

５
０

０
ｍ

、
７

０
０

ｍ
事

業
費

：
2
8
0
百

万
円

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
橋

梁
（
下

部
工

）
、

護
岸

等

橋
梁

架
替

河
道

掘
削

等
南

さ
つ

ま
市

南
さ

つ
ま

市
役

所

吹
上

浜
海

浜
公

園

事
業
効
果

事
業
実
施
の
イ
メ
ー
ジ

（
橋

梁
断

面
）

▽
Ｈ

Ｗ
Ｌ

益
山

小
学

校
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【
継

続
】
天

辰
第

二
地

区
ま

ち
づ

く
り

一
体

型
引

堤
事

業
・
天

辰
第

二
地

区
引

堤
防

（
国

）
L=

1.
3k

m
・
区

画
整

理
事

業
（
市

）
・
都

市
計

画
道

路
（
市

）

川
内

川

天
辰

第
一

地
区

天
辰

第
二

地
区

ま
ち

づ
く
り

一
体

型
引

堤
事

業
【
直

轄
】

河
川

－
２

７

湧
水

町

さ
つ

ま
町

薩
摩

川
内

市

え
び

の
市

←
川

内
川

川
内

川
水

系
位

置
図

伊
佐

市

位
置

図

鹿
児

島
県

宮
崎

県

事
業

箇
所

■
川
内
川
流
域
の
下

流
部
に
位
置
す
る
薩

摩
川
内
市
は
、
昭
和

4
0
年
代
の
洪
水
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
薩
摩

川
内
市
の

土
地

区
画

整
理

事
業

と
一

体
と

な
っ

た
引

堤
等

の
整

備
を

実
施

。

■
天
辰
第
二
地
区
に

お
い
て
は
、
令
和
２

年
度
よ
り
引
堤
工
事

に
着
手
し
て
お
り
、

引
堤
を
行
う
こ
と
で

流
下
能
力
を
向
上
さ

せ
、
治
水
安

全
度

向
上

を
図

る
。

あ
ま

た
つ

だ
い

に

あ
ま

た
つ

事
業

費
：

1
,
8
0
0
百

万
円

※
川

内
川

水
系

に
お

け
る

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
令

和
３

年
度

事
業

費
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

継
続

横
断

図
（
イ

メ
ー

ジ
）

▽
計

画
高

水
位
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そ
ぎ

た
き

曽
木

の
滝

地
区

薩
摩

川
内

市
街

部
地

区

薩
摩

川
内

市
街

部
地

区
、

曽
木

の
滝

周
辺

地
区

水
辺

整
備

事
業

【
直

轄
】

○
川
内
川
流
域
は
、
上

流
域
か
ら
、
え
び
の

市
の
ク
ル
ソ
ン
峡
、

湧
水
町
の
阿
波
渓
谷

、
伊
佐
市
の
東
洋
の

ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
呼
ば

れ
る
曽
木

の
滝
、
さ
つ
ま
町
の

轟
の
瀬
、
地
域
毎
に

素
晴
ら
し
い
河
川
景

観
を
有
し
鮎
や
ホ
タ

ル
が
生
息
す
る
良
好

な
河
川
環
境
の
ほ
か

、
温
泉
地

な
ど
の
魅
力
的
な
地

域
資
源
が
数
多
く
存

在
し
ま
た
、
薩
摩
川

内
市
等
で
は
高
水
敷

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
等
も
行
わ
れ
て
い

る
。

○
こ
れ
ら
の
地
域
資
源

・
場
の
特
徴
を
活
か

し
た
、
地
域
活
性
化

が
期
待
さ
れ
、
流
域

の
５
市
町
が
連
携
・

協
働
し
、
九
州
で
初

と
な
る
、

「
水
系
一
体
で
の
か

わ
ま
ち
づ
く
り
」
が

平
成
2
9
年
3
月
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
等
を

踏
ま
え
、
国
土
交
通

省
に
お
い
て
、
河
川

利
用
上
の
安

全
性

等
向

上
さ

せ
る

た
め

高
水

敷
整

正
等

の
整

備
を

実
施

す
る

。

位
置

図
令

和
3
年

度
実

施
内

容
：
高

水
敷

整
正

、
階

段
護

岸
工

管
理

用
通

路
等

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

事
業

箇
所

あ
ば

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

河
川

－
２

８

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

薩
摩

川
内

市
街

部
地

区
そ

ぎ
た

き

曽
木

の
滝

地
区

整
備

イ
メ

ー
ジ

パ
ー

ス

い
さ

事
業

費
：

１
６

８
百

万
円

※

曽
木

の
滝

分
水

路
整

備
イ

メ
ー

ジ
薩

摩
川

内
リ

バ
ー

フ
ロ

ン
ト

マ
ル

シ
ェ

曽
木

の
滝

秋
の

紅
葉

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

鯉
の

ぼ
り

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

※
事
業
費
は
水
系
全
体
を
記
載

継
続

そ
ぎ

た
き
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■
桜

島
直

轄
砂

防
事

業
、

桜
島

直
轄

砂
防

管
理

（
鹿

児
島

市
）

○
桜

島
は

、
活

発
な

噴
火

活
動

が
継

続
し

て
お

り
、

多
量

の
降

灰
に

よ
り

降
雨

時
に

土
石

流
が

頻
発

。
土

石
流

に
よ

る
被

害
を

防
止

す
る

た
め

持
木

川
等

に
お

い
て

砂
防

施
設

を
整

備
。

○
土

石
流

が
頻

発
し

て
い

る
２

渓
流

（
野

尻
川

、
黒

神
川

）
に

つ
い

て
は

、
砂

防
設

備
の

適
正

な
管

理
・
維

持
の

た
め

除
石

等
を

実
施

。

河
川

－
２

９
桜

島
直

轄
砂

防
事

業
、

桜
島

直
轄

砂
防

管
理

さ
く

ら
じ

ま

か
ご

し
ま

し

野
尻

川

黒
神

川

北
岳

南
岳

昭
和

火
口

警
戒

区
域

（
半
径

２
ｋ

ｍ
）

の
じ

り
が

わ

く
ろ

か
み

が
わ

令
和

３
年

度
整

備
箇

所

令
和

３
年

度
除

石
等

実
施

箇
所

野
尻

川

野
尻

橋
（
国

道
２

２
４

号
）

令
和

３
年

度
実

施
内

容
：
砂

防
堰

堤
工

、
渓

流
保

全
工

等

春
松

川
は

る
ま

つ
が

わ

持
木

川
も

ち
き

が
わ

有
村

川
あ

り
む

ら
が

わ

野
尻

川
の

除
石

状
況

春
松

川
の

砂
防

設
備

状
況

事
業

費
：

9
8
0
百

万
円

、
管

理
費

：
8
5
0
百

万
円

桜
島

で
の

年
間

土
石

流
発

生
回

数

継
続

さ
く

ら
じ

ま
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